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多
様
な
知
見
を
集
め
た

多
様
な
知
見
を
集
め
た

未
来
社
会
像
の
共
創
を
目
指
し
て

未
来
社
会
像
の
共
創
を
目
指
し
て

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
J
S
T
）
の
「
科
学
と
社
会
」
推
進
部
は
、

二
〇
一
八
年
よ
り
産
官
学
民
に
よ
る
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
未※

※

来
社
会
デ
ザ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（C
H
AN
C
E	:	C

H
Allenge-driveN

	C
onvergence	Engine

）
構
想
」
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
、

J
S
T
は
多
様
な
知
見
に
よ
り
「
あ
り
た
い
未
来
社
会
像
」
を
構
想
す
る
と
と
も
に
、

研
究
開
発
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
社
会
課
題
を
見
出
し
、
実
働
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

共
催
機
関
の
文※

※

部
科
学
省	

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
（
N
I
S
T
E
P
）
は
、

国
の
科
学
技
術
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
研
究
機
関
で
す
。

科
学
技
術
及
び
そ
の
将
来
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
中
長
期
的
に
展
望
し
、

一
九
七
一
年
か
ら
は
約
五
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
調
査
「
科
学
技
術
予
測
」
を
実
施
。

そ
の
一
環
と
し
て
各
地
で
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
必
要
な
関
係
者
を
つ
な
ぎ
、
と
も
に
解
決
策
を
模
索
す
べ
く
、

J
S
T
と
N
I
S
T
E
P
が
共
同
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。

重
要
社
会
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
や
産
業
構
造
な
ど
の
面
で
独
自
の
地
域
性
を
持
つ
北
海
道
に
お
い
て
、

研
究
開
発
や
施
策
を
推
進
す
る
北
海
道
大
学
・
札
幌
市
も
交
え
た

四
者
で
共
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
向
き
に
議
論
へ
臨
ん
だ
六
〇
名
の
参
加
者
が
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
達
成
さ
れ
た

〈
二
〇
五
〇
年
の
北
海
道
の
未
来
社
会
像
〉
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
と
と
も
に
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
個
人
や
企
業
、
研
究
機
関
、
自
治
体
等
の
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
取
る
べ
き

ア
ク
シ
ョ
ン
の
創
出
を
試
み
た
成
果
が
、
本
書
に
は
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
※	

「
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（C

H
A

N
C

E

）」

	
https://chance-network.jp/

※
※	

「
文
部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所（N

ISTEP

）」

	
https://www.nistep.go.jp/

は
じ
め
に
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カカ
ーー
ボ
ン
ニ
ュ

ボ
ン
ニ
ュ
ーー
ト
ラ
ル
ト
ラ
ル
の
先
に
あ
る

の
先
に
あ
る

2
0
5
0

2
0
5
0
年
の
北
海
道

年
の
北
海
道

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
流
れ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
実
働
者
が
集
い
、
北
海
道
の
産
業
や
生
活
様
式
に
根
差
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
議
論
。
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
や
連
携
に
つ
い
て

模
索
し
た
。日

時
2022年11月27日（日）13:30 - 18 :00

（終了後、ネットワーキング会を実施）

会
場

札幌国際ビル8階 会議室
現地+オンラインのハイブリット開催

参
加
者

60名（うちオンライン参加6名）
● 研究者・大学職員等：13名
● 企業・金融機関・NPO：21名
● 国・自治体：16名
● ファシリテーター：8名
● グラフィックレコーダー：2名

共
催

文部科学省 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）／国立研
究開発法人科学技術振興機構（JST）／北海道大学／札幌市

地域ワークショップ in 北海道
〜カーボンニュートラル実現に向けて〜

サイエンスアゴラ in 札幌
〜北海道これからの100年〜

2022年11月27日（日）9:30 - 12 :00

形式 ：オンライン
参加者 ： 北海道在住の中高生16名（札幌市3名、 

釧路市5名、鹿追町8名）
共催 ： 札幌市／国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）
協力 ： 文部科学省 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）／ 

北海道大学／未来社会デザインオープンプラット
フォーム（CHANCE）構想

ワークショップ設計助言： 
宮本道人氏（科学文化作家、応用文学者） 
東京大学VRセンター特任研究員、 
慶應義塾大学理工学部訪問研究員 
編著に『SF思考』『SFプロトタイピング』ほか

話
題
提
供

13:35
～
14:15

研
究
者
、自
治
体
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
題
提
供

同時開催

14:15
～
17:00

グ
ル
ー
プ 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

8
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

2
0
5
0
年
の
「
食
事
」「
家
」「
ま
ち
」「
お
金
」

を
テ
ー
マ
に
議
論

イラスト入る

17:00
～
18:00

グ
ル
ー
プ
発
表
と 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

各
グ
ル
ー
プ
が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
や
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
共
有
し
意
見
交
換

中高生 

ワークショップ
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孤食　孤食　弁当　食事環境　ダイニング　五感の楽しみ　インターネット　インターネット　上下水道　
肉食　食事のカタチ　食器　食事の意義　食育　住所　住まい　回覧板　自然エネルギー　市場　食材　完
全栄養食　ファーストフード　コミュニケーション　土地　室温　バーチャル空間　居住空間　保存方法　
水　昆虫食　健康　生活習慣病　感染症　メタバース　庭　建築　セキュリティ　照明　トイレ　冷蔵庫　
発酵・熟成　廃棄　歯　栄養　モビリティ　買い物　家事　掃除・洗濯　無人工場　包装　食事の準備　調
理　台所　自動運転　徒歩　食器洗い・片付け　時短　生産　家庭菜園　購入　食器洗い・片付け　二輪車　
働き方　兼業・副業　第一次産業　フードテック　文化　マナー　家族　出産・子育て　ジェンダー　核家
族　郷土料理　和食　心とからだ　運動　老後　3D プリンタ　モノ　嗜好品　立地　海洋　北極域　歴史・
慣習　余暇・趣味　価値　付加価値　ファッション　シェアリング　ゲストハウス　ご近所付き合い　選挙　
死生観　地産地消　アイデンティティ　ベーシックインカム　税金・社会保障　工業団地　繁華街　コミュ
ニティ　DAO　ダイバーシティ　ボランテイア　稼ぎ方　医療保険　税金の集め方・使い方　施設　病院・
福祉　教育・学校　社会モデル・思想　デジタルツイン　副業・兼業　賭博　ブロックチェーン　金融商品　
情報・通信　高速鉄道　グローバリゼーション　街のカタチ　コンパクトシティ　クレジットカード　投資　
保険・預貯金　インフラ　公共交通機関　アート　メディア　お祭り　限界集落　里山　銀行　仕組み・体
制　地域通貨　お金のカタチ　3D マップ　デザイン　観光・文化　インバウンド　運送　資本主義　為替　
法人　仮想通貨・NFT　現金　アプローチ　研究　地方創生　多文化共生　サブライチェーン　貿易　B to B　
寄附・贈与　公衆衛生　安心・安全　防災・減災　公害　治安　流通　E コマース　投げ銭　使い方　ローン

未
来
の
扉
を
開
く

未
来
の
扉
を
開
く

暮
ら
し
の
問
い

暮
ら
し
の
問
い

こ
の
日
集
ま
っ
た
参
加
者
が
議
論
し
た
の
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が

達
成
さ
れ
た
〈
2
0
5
0
年
の
北
海
道
の
未
来
社
会
像
〉。

暮
ら
し
の
場
面
ご
と
に
想
定
し
た
複
数
の
視
点
か
ら
、
実
現
し
た
い
未
来
像

と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
思
考
を
深
め
て
い
く
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル 

に
向
け
た
道
の
り

気
候
変
動
に
対
す
る
国
際
的
な
取
り
決

め
と
し
て
採
択
さ
れ
た
、
2
0
1
5
年

の
パ
リ
協
定
に
は
、
以
下
の
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

● 

世
界
的
な
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業

革
命
以
前
に
比
べ
て
2
℃
よ
り
低
く

保
つ
と
と
も
に
、
1.5
℃
以
内
に
抑
え

る
努
力
を
追
求
す
る
こ
と

● 
今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
人

為
的
な
排
出
量
と
、
森
林
な
ど
に
よ

る
吸
収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

こ
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
政
府
は

2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」を
目
指
す

こ
と
を
2
0
2
0
年
に
宣
言
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
抜
本
的
に

削
減
す
る
た
め
に
は
、
産
業
界
や
自
治

体
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
に
加
え
て
、
大
学
等
の
基
礎
研

究
を
最
大
限
に
生
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
が
不
可
欠
だ
。

食事
誰と、どこで、どのように食事を楽しんでいる？
食材はどのように生産・保存・調理されている？

食事の廃棄物、どうしてる？

まち
健康的で安全なまちづくりに大切なものは？

インフラやモビリティの進化は？
未来の文化・お祭り・観光って？

お金
私たちは何にお金を使ってる？
新しい収入の方法って？

税金の使い道や社会保障の変化は？

家
家はどんな形・機能になっている？
家族のあり方、今とは変わってる？

残っているモノ、無くなっているモノは？
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皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る		

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
据
え
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
据
え
て

産
業
革
命
以
降
、「
人
為
的
循
環
」が
誕
生

　
か
つ
て
人
間
は
、
太
陽
光
を
浴
び
、
水
や
空
気
の
循
環
を
通
じ
て

自
然
の
恵
み
を
上
手
に
得
な
が
ら
暮
ら
す「
自
然
的
循
環
」の
中
に

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
産
業
革
命
以
降
。
我
々

は
化
石
燃
料
や
鉱
物
な
ど
の
地
下
資
源
を
利
用
し
始
め
、「
人
為
的

循
環
」を
作
り
始
め
た
と
私
は
認
識
し
て
い
ま
す（
図
1
）。
も
の
を

作
り
、
消
費
し
、
廃
棄
し
た
の
ち
に
使
え
る
も
の
は
再
生
利
用
す
る
。

現
代
の
暮
ら
し
で
す
ね
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ス
ト
ッ
ク
す
る
時
代
へ

　
地
下
資
源
の
枯
渇
や
気
候
変
動
が
懸
念
さ
れ
る
今
、
我
々
は
太

陽
光
や
風
力
、
地
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
生
き

て
い
く
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
地
域
的
・
時
間
的
に
偏
在
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
活
用
す
る
に
は
、
自
然
的
循
環
へ
の

回
帰
に
加
え
て
、
食
べ
物
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ス
ト
ッ
ク
す
る

新
た
な
試
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す（
図
2
）。
そ
の
実
現
に
向

け
て
、
北
大
で
も「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
食
料
生
産
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
拠
点
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。

環
境
負
荷
と
恵
み
の
ス
ピ
ー
ド
を
揃
え
る

　
こ
れ
か
ら
の
循
環
型
社
会
は
単
に
も
の
を
回
す
の
で
は
な
く
、

環
境
負
荷
と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
自
然
か
ら
得
る
恵
み
、
こ
の

両
者
の
ス
ピ
ー
ド
を
合
わ
せ
て
い
く
視
点
が
重
要
で
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
だ
け
で
は
抜
本
的
な
解
決
に
至
り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
あ
く
ま
で
も「
手
段
」の
一
つ
で
す
。
我
々
が
一

番
欲
し
い
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
皆
が
情
報
や
価
値
を

共
有
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。 北

海
道
大
学 
大
学
院
工
学
研
究
院 

教
授

石
井 

一
英 
さ
ん

地球上の資源・エネルギーの循環

環境負荷
自然

人類
社会

� 万～�� 万年以上
オーダー

土壌・河川・海洋

自然生態系
農林水産物など

ごみ捨て場
最終処分場

水・モノなど

人為的循環
（再生利用など）貯蔵型エネルギー

水素
バイオエタノール

など

処分

資源利用

変換・貯蔵

利用

耐久消費財
廃棄廃棄

消費消費生産生産

再生利用再生利用

自然的循環
（環境、環境容量）

空間・時間スケール
マルチメディア

水・大気・各種元素など
太陽
光

農林水産物
再生可能エネルギー

汚染物質

農林水産物
再生可能エネルギー

汚染物質

採
掘

地下資源
化石燃料

鉱物
地熱など

ストック ：四角
フロー ：矢印

図 1

他の地域

観光、
ワーケーション

市民環境
モニタリング

学び空間

飲食業

「守る・楽しむ」「守る・楽しむ」

「共有する」「共有する」
ICT・AI・コミュニティ通貨

エネルギー

食料

ここに住みたい、行きたい、
参加したい、担いたい

情報・価値

Well-beingWell-being

レストラン

市民市民

CO2

カーボンニュートラルは“コミュニティづくり”のための手段

発酵残渣
（窒素源）
飼肥料

発酵残渣
（窒素源）
飼肥料

地域再エネや資源を利用した食料生産地域再エネ

余剰＝無駄
乱立防止
余剰＝無駄
乱立防止

調理 公共施設（避難施設）公共施設（避難施設）

「活用する」「活用する」
エネルギー
食料

エネルギー
食料

有機性廃棄物
（バイオマス）
有機性廃棄物
（バイオマス）

メタン発酵メタン発酵

（食品廃棄物、下水汚泥）（食品廃棄物、下水汚泥）

太陽光・風力・地熱・水力・小水力太陽光・風力・地熱・水力・小水力
（余剰電気・排熱）（余剰電気・排熱）

ふん尿ふん尿 農業農業

ロボット
トラクター
ロボット
トラクター

LPG/FC
トラクター
LPG/FC
トラクター

トラクターなど
農業利用

トラクターなど
農業利用

陸上養殖陸上養殖

LPLP

水産業水産業

LPLP

生活

図 2

  
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

北
海
道
大
学
の
取
り
組
み

北
海
道
大
学
の
取
り
組
み

話
題
提
供
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石
狩
市

石
狩
市 

企
画
経
済
部 
企
業
連
携
推
進
課 

課
長

堂
屋
敷 

誠
さ
ん

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を		

生
か
し
て
目
指
す

生
か
し
て
目
指
す		

デ
ジ
タ
ル
産
業
の
脱
炭
素
化

デ
ジ
タ
ル
産
業
の
脱
炭
素
化

　

北
海
道
を
代
表
す
る
産
業
拠
点「
石
狩
湾
新
港
地
域
」
は
、

風
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
集

積
地
。
洋
上
風
力
発
電
等
の
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、

「
地
産
地
活
」を
合
言
葉
に
産
業
の
脱
炭
素
を
実
現
し
な
が
ら
地

域
経
済
の
発
展
を
目
指
す
。
電
力
消
費
量
が
大
き
い
デ
ジ
タ
ル

産
業
の
脱
炭
素
化
を
実
現
す
べ
く
、
再
エ
ネ
1
0
0
%
エ
リ
ア

「
R
E
ゾ
ー
ン
」へ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
な
ど
、
国
内
で
は

先
駆
的
な
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
拠
点「
石
狩
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
」構
想
を
推
進
。

上
士
幌
町

上
士
幌
町 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課 

主
幹

井
溪 

雅
晴
さ
ん

地
域
課
題
解
決
を
機
に

地
域
課
題
解
決
を
機
に		

住
民
と
目
指
す
脱
炭
素
社
会

住
民
と
目
指
す
脱
炭
素
社
会

　
酪
農
・
畜
産
業
が
盛
ん
な
上
士
幌
町
は
、
牛
の
ふ
ん
尿
の
適

正
処
理
が
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ふ
ん
尿
を
資

源
と
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
資
源

循
環
型
農
業
を
確
立
。
さ
ら
に
発
酵
の
過
程
で
発
生
す
る
メ
タ

ン
ガ
ス
を
活
用
し
て
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
町
内
の
一
般
家
庭

や
公
共
施
設
等
に
供
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
運
転
バ
ス
の

運
行
や
ド
ロ
ー
ン
配
送
の
実
装
化
な
ど
に
よ
る
交
通
・
物
流
面

で
の
最
適
化
に
加
え
、
住
民
が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
配
慮
し

た
行
動
へ
と
変
容
し
て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
な
ど
、

地
域
脱
炭
素
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

北
海
道
の

北
海
道
の

脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み

脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み

※

鹿
追
町

鹿
追
町 

企
画
課
長

草
野 

礼
行
さ
ん

国
内
初
ふ
ん
尿
活
用

国
内
初
ふ
ん
尿
活
用		

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
家
畜
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
水
素
事
業
を
国
内
で
初
め
て
立
ち

上
げ
た
鹿
追
町
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
内
で
水
素
を
製
造
し
、

燃
料
電
池
自
動
車（
F
C
E
V
）
19
台（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

時
点
）が
町
内
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
十
勝
晴
れ
」と

呼
ば
れ
る
地
域
特
性
を
生
か
し
た
太
陽
光
利
用
や
、
小
規
模
電

力
網「
自
営
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

内
で
の
電
力
融
通
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上

も
実
現
。
そ
の
効
果
は
環
境
性
・
防
災
性
・
経
済
性
・
波
及
性

の
各
方
面
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

札
幌
市

札
幌
市 

環
境
局 

環
境
都
市
推
進
部 

環
境
政
策
課　

環
境
政
策
担
当
係
長

佐
竹 

輝
洋
さ
ん

世
界
に
向
け
て

世
界
に
向
け
て		

「
環
境
首
都
」札
幌
を
ア
ピ
ー
ル

「
環
境
首
都
」札
幌
を
ア
ピ
ー
ル

　
札
幌
市
は
、
２
０
５
０
年
に
市
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実

現
を
産
学
官
連
携
で
目
指
し
て
い
る
。
既
に
都
心
部
で
は
温
冷

水
パ
イ
プ
を
張
り
巡
ら
せ
た
地
域
熱
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
、
電
気
・
熱
双
方
を
つ
く
る
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム（
C
G
S
）の
導
入
や
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル（
Z
E
B
）

へ
の
転
換
な
ど
も
進
め
て
い
く
。
道
内
各
地
の
再
エ
ネ
で
製
造

さ
れ
た
水
素
を
札
幌
で
使
う
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

も
目
指
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
に
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト「
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
」
も
開
催
予
定
。「
環
境
首
都
」

札
幌
と
し
て
率
先
し
て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
脱
炭
素
先
行
地
域　

環
境
庁
が
認
定
。2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
民
生
部
門（
家
庭
部
門
及

び
業
務
そ
の
他
部
門
）の
電
力
消
費
に
伴
うC

O
2

排
出
の

実
質
ゼ
ロ
を
実
現
し
、
運
輸
部
門
や
熱
利
用
等
も
含
め
て

そ
の
ほ
か
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ
い
て
も
、
我

が
国
全
体
の
2
0
3
0
年
度
目
標
と
整
合
す
る
削
減
を
地

域
特
性
に
応
じ
て
実
現
す
る
地
域
。

話
題
提
供
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中高生
視 点

from
サイエンスアゴラ in 札幌

の

カーボンニュートラルを考えるための視点2

食の文化や地域性は変化しているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 北海道のまだまだ浅い歴史が深化する多様な食文化の構築
● 食の文化や地域性を尊重しつつ、どこでも同じものが食べられる
● 子どもやお年寄りは地域食堂で朝・夕食を食べている
● フェアトレードでコーヒー、チョコ、果物等の価格が大変動
 など

アイデア・ソリューションの提案

食
事
食
事
キ
タ
キ
ツ
ネ
グ
ル
ー
プ

キ
タ
キ
ツ
ネ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

川
野 

寛

カーボンニュートラルを考えるための視点1

2050年はどのように生産、保存、調理した食材を
食べているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 自然に優しい持続可能な食糧生産
● 大規模な超効率的生産性と家庭菜園的な自給的生産性の二極化
● 食品ロスが全く出ないサプライチェーンの構築
● 地域の生鮮食品が長期保存でき、加熱処理だけで食べられる
● 食料廃棄物のコンポスト堆肥化やバイオマス発電が盛んに
 など

アイデア・ソリューションの提案

毎日テレビで〈今日の食品ロス率〉が流れたらいいですよね毎日テレビで〈今日の食品ロス率〉が流れたらいいですよね グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

海の天気予報や、 

海洋調査の自動化

地域の気候変動を 
予測した上での種苗開発

コンポスト助成金アップ
など

共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

食材の 
カーボンゼロ輸送

共感！

など

友達と食べるごはんは
おいしい

釧路でも 
作っていた！

バナナが
北海道でも簡単に
作れないかな

十勝は北海道の食糧庫。 
自給率1,000%を 
目指して欲しい

丈夫で土に還る 
プラ代替素材の開発

介護老人保健施設の多様化・ 

カオス化（子ども、ウェルカム！）

小売店での 
スマートプライシング導入

共感！

国同士の食品ロスオフセット
共感！

基礎研究の助成をアップ
共感！

大企業による 
エシカル競争

中食マッチング 
サービスの開発

企業に対する 
食品ロス情報開示の義務化
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カーボンニュートラルを考えるための視点2

健康に良く、安心・安全な食べ物を誰もが豊富に
手に入れるにはどうしたらよいでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 作り手が疲弊しない世界
● 〈旬〉が常識になっている社会
● 感染症の流行も紛争もない、人とものの流れが自由な世界
 など

アイデア・ソリューションの提案

食
事
食
事
エ
ゾ
シ
カ
グ
ル
ー
プ

エ
ゾ
シ
カ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

小し
ょ
う
じ路 

楓

カーボンニュートラルを考えるための視点1

食に関する廃棄物はどのように 
コントロールできているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 健康維持に必要な分だけ安定供給できる農漁業・酪農システム
● 食／バイオマス活用がコミュニティで一気通貫するシステム
● ゴミや廃棄物といわれるものをエネルギーにしたい
● コミュニティ内で「共食」する食堂
 など

アイデア・ソリューションの提案

イメージはドクの〈デロリアン〉、ゴミがゴミじゃなくなる世界イメージはドクの〈デロリアン〉、ゴミがゴミじゃなくなる世界
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

24時間安定して 
稼働できる 

バイオマスプラントの運用

など
共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

〈安い〉を買うときの 
第一指標にしない

など

CNについて話し合う場づくりは 

個人やNPOに、具体的な技術開発や投

資は企業・研究機関・銀行に、 
まとめるのは自治体に。
そのJapan Styleを海外に

サンマは 
これ以上細くならないでほしい

安くて容器ごと食べられる 
コンビニ弁当があれば 
罪悪感がなくて良い

外食が不便な人にデリバリー 
してくれる仕組みが大事

中高生
視 点

from
サイエンスアゴラ in 札幌

の

物流と連動した食品輸送
安定供給のためのグローバル型と 

地産地消型がMIXしたサプライチェーン

食品に関する 
情報の見える化

共感！

食の廃棄物をエネルギー化する 
技術とその確立に向けた投資

共感！

水素の活用法を広げ、 
送電網を強化

共感！

土壌改良技術や都市スキマ農業など 
農イノベーション技術の実装・横展開

共感！

誰もが年間50日は 
農漁業にチャレンジ

国による 
食の安心・安全認証
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家家
エ
ゾ
リ
ス
グ
ル
ー
プ

エ
ゾ
リ
ス
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

谷 

明
洋

どういう生活をしたいかを踏まえた技術が必要どういう生活をしたいかを踏まえた技術が必要 グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

カーボンニュートラルを考えるための視点

● 2050年に残っているモノ、増えているモノ、無くなっているモノを考えてみましょう
● 家族の育み方、家事の分担や自動化を考えてみましょう
● 居住空間の形や機能、インフラはどのようになっているでしょうか？
● 心身の健康維持のための家はどのようなカタチをしていて、そこで何をしているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● ちゃんとゆるんだり、日常に余白を
設けたりを選択できる など

● 場所・形を自由に変えられ、役目を
終えたら自然に還る住宅素材

● 内と外を隔てるのではなく世代や 
家族を越えてつながる機能がある家

アイデア・ソリューションの提案

極端な効率化や
そのデメリット
に関する研究

エンジェル投資や
イノベーション 

支援基金の創設

など
共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

地域ごとの暮らしモデルの提案

組み立て式のオフグリッド（ZEH）住宅と
特区としての導入支援

外的環境もセンシングする家

時間帯によって 
友達やおばあちゃん、家庭教師 
になるようなAIロボット

子どもたちのデジタル世界での 

メンタルヘルスをパトロール

レーザープリンターで 
服の縫い目が 
なくなるかも

モニタリングして 
環境を整えてくれる家

屋根の角度が
自動で変わって
雪を落としてくれる家

中高生
視 点

from
サイエンスアゴラ in 札幌

の

幸せや働き方について 
新しいものさしを確立する

共感！

何が二酸化炭素を 
排出しているのかを知るための 

生活シーンにおける 
時間のかかり方の見える化

共感！

建材のトレーサビリティ・ 
アップサイクル

共感！

自然に還る 
新素材開発×3Dプリント 

等の建造技術

共感！
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「北海道」という大きな主語では語れないかもしれない「北海道」という大きな主語では語れないかもしれない
カーボンニュートラルを考えるための視点

● 居住空間の形や機能、インフラはどのようになっている
でしょうか？

● 2050年に残っているモノ、増えているモノ、無くなっ
ているモノを考えてみましょう

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● そもそもエネルギーの視点で考えると、人は家にいた方がいいのか？外で過
ごした方がいいのか？

● 極端な新築信仰と郊外の空き家問題解消
● 札幌とそれ以外の地域に違いがありすぎて、「北海道」という大きい主語で
は語れないかもしれない

● 常に雪害を視野に入れる必要あり
● カーボンニュートラルのために我慢はできない。牛のゲップが温室効果ガス
を増やす要因の一つだとわかっていても、ステーキが食べられなくなる未来
はイヤ（笑） など

アイデア・ソリューションの提案

など
共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

中高生
視 点

from
サイエンスアゴラ in 札幌

の

家家
ナ
キ
ウ
サ
ギ
グ
ル
ー
プ

ナ
キ
ウ
サ
ギ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

髙
橋 

将
太

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

家の中でも 
一人になれる場所は 
絶対に欲しい

リビングで夫婦喧嘩は 
困るけどプラスも 
マイナスもあって 
家族なのかな“どこでもドア”も 

いいけど、友達との 
移動時間も楽しい

非都市部は中心部へ集住し
 

平屋＆エネルギー自給自足

共感！

メタバースな学校札幌のような都心は地下接続した 
垂直集中型でオフィス・住居を集約

共感！

グループディスカッションでは、メンバーが社会像やソリューションを付箋に書いて貼
り出しお互いに投票しながら、意見をまとめた

オフグリッドな 

循環型建物
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ま
ち
ま
ち
シ
マ
エ
ナ
ガ
グ
ル
ー
プ

シ
マ
エ
ナ
ガ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

三
上 

真
広

保全と消費のバランスを守り、後ろめたくない観光を保全と消費のバランスを守り、後ろめたくない観光を グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

カーボンニュートラルを考えるための視点2

文化や祭り、観光などは 
どのようになっているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 観光と資源消耗がトレードオフにならない社会
● 魅力を深く知りたい人がどっぷり浸かれる場所・コンテンツが 
提供できる

● 雪まつりは変わらず継続していてほしい
● スノーリゾート
 など

アイデア・ソリューションの提案

カーボンニュートラルを考えるための視点1

インフラ、モビリティ、施設は 
どのようになっているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 自動化・無人化
● 行政のまちの区分も変わり、地域のエリアが半減しているかも
● 生き物や微生物と共生できる土くさいインフラ
 など

アイデア・ソリューションの提案

ホワイトアウトに 
ならない雪対策システム 

の実現

など
共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

など

農業王国北海道の 
農業機械のエネルギー削減

共感！

AR視覚補助システムが 
搭載された車

共感！

図書館やプールなどの公共施設を 
単体の自治体ごとではなく 

広域で共用

共感！

観光客？事業者？
行政？ 

見えないコストの
 

負担者を決める

資源を守るために 
受益者がコスト等を 
負担する仕組み

共感！

国立公園の保護・
保全にもコストが

整備・撤去が簡単な 
インフラ技術など 

人口減に伴う居住エリアの効率化

バーチャル観光で 
一定多数のニーズに応える

リアル観光は人数を絞り 

高付加価値化

バーチャル北海道の構築
共感！
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ま
ち
ま
ち
ヒ
グ
マ
グ
ル
ー
プ

ヒ
グ
マ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

西
尾 

直
樹

捨てるものは捨てて、新しいものを受け入れる覚悟を捨てるものは捨てて、新しいものを受け入れる覚悟を グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

カーボンニュートラルを考えるための視点2

冬の暮らしはどのようになっているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 渡り鳥や冬眠するクマのように冬は動かない、働かない。自然の
摂理に従い、北と南を行き来できる多拠点生活

● 人との関係はつながったまま、デジタルやテクノロジーをフル活用、
晴耕雨読の宮沢賢治的な自給自足〈村2.0〉生活

● 熱を格差なく誰もが確保できている
 など

アイデア・ソリューションの提案

カーボンニュートラルを考えるための視点1

働く場所、住む場所は地方と都市部で 
どのように変化しているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 自分の住みたい場所に住みながら好きな仕事ができている
● 人口の少ない地域に住んでいても世界を相手に仕事ができる
● コンパクトシティ化と一部の職業のオンライン化やメタバース化
で、一部企業の地方移転と社員の職住近接 など

アイデア・ソリューションの提案

など

共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

雪を集めて活用する 
利雪の推進

控除を手厚く、住民税も柔軟に。 

ベーシックインカムを整えて 

好きな場所でクリエイティブに活動

家のメンテナンスを 
遠隔で管理できるサービスや 
エコな排雪除雪システムの開発

雪かきの手間がなく、 
エネルギー面でも 

効率的な集合住宅に住む

共感！

など

コンパクトシティ化の推進

ヒグマグループのディスカッションから 
作成されたグラフィック・レコーディング

遠隔化や移住誘致の推進と
税制優遇などの公的支援

論理的な仕事はコンピューター
に任せて豊かさに関わる仕事に

よりリアルな 
遠隔システムの構築

共感！
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お
金
お
金
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
グ
ル
ー
プ

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

本
宮 

大
輔

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「お金を介さないフリマアプリ」のような交換が広がる世界へ「お金を介さないフリマアプリ」のような交換が広がる世界へ
カーボンニュートラルを考えるための視点

● お金の使い方・使われ方はどのようになっているでしょうか？
● お金を超えた世界はどのようになっているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 持続可能性が重んじられ、多様な価値観が具現化されるとともに、互いに交換し合える社会
● 税金の使われ方に意思が反映され、未来への投資にシフトするとともに自治体の裁量が拡大
● それらを支えるデジタル基盤や行動変容を促すインセンティブが設計されている社会 など

アイデア・ソリューションの提案

など
共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

物物交換・労働交換
プラットフォームの運営

多様なリソースの価値を評価する
制度の基礎研究

デジタル通貨の確立に支えられた 
サステナビリティポイントなど 
多様なインセンティブ設計

● お金の形・使い方 ●

金融商品で 
サステナビリティを推進

● 価値の考え方・扱い方 ●

子どもの頃から 
お金に関心を持つ

市町村税の流れの可視化

● 収入の仕組み ●

CNを実現している 
都市への減税

● 税金・社会保障 ●

ゲームから考える「お金」の話ゲームから考える「お金」の話

2つの「お金」グループに共通して出た話題は、子どもたちに身近な

「人生ゲーム」。

従来のように貯蓄を増やしていくことだけを目的としない、新たな

価値・評価を含むゲームの改訂に期待が集まった。

サステナブルな 
生活モデルが学べるゲーム

共感！
効果的な事業を 

行うための将来の気候予測

共感！ 中古品の流通、 
資産移転への減税

共感！
金融機関・取引先間で 

〈困りごと解決マッチング〉

共感！

再生エネルギーを推進 

するための融資は低金利に

13



お
金
お
金
タ
ン
チ
ョ
ウ
グ
ル
ー
プ

タ
ン
チ
ョ
ウ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

佐
藤 

貴
啓

経済的価値と共存する多様な価値が生まれてくる経済的価値と共存する多様な価値が生まれてくる グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

カーボンニュートラルを考えるための視点2

税金の集め方、使い方、社会保障は 
どのように変化しているでしょうか？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 貢献するためにお金を使い新しい価値を生む
● 使ってほしい項目に重点的に納税＝投資できる仕組み
● 自然を守るなど子孫の価値のための税金
● カーボンニュートラルに貢献したら税金が安くなる社会
 など

アイデア・ソリューションの提案

カーボンニュートラルを考えるための視点1

2050年、人々はどのようなお金をどのように 
使っているでしょうか？
地域単位の収入の仕組み、新しい制度は？

将来「実現したい・実現されているであろう」社会像

● 北海道自立宣言！食・エネルギー文化の創造
● 地域でお金が回るエコシステムづくり
● コミュニティごとの多様な目的や価値観が評価され 
交換可能になる

● 紙幣や硬貨がなくなり、お金に替わるポイントが使われていく
 など

アイデア・ソリューションの提案

社会保障 

=ベーシックインカム

共感！ グループ内で賛同が多かったアイデア

ローカルスタートアップを 

どんどん育成

公平性の担保

北海道だけで 
通用する地域電子マネー

エコシステムビルダー
共感！

北海道は 
食・エネルギー自立

共感！

納税額の20%の使い道
を選べる所得税

超町内会

脱炭素行動を 

トラッキングし評価して 

ポイント還元

CO2排出量で 
増減する環境税

納税を「負担」ではなく 

「貢献」と思える税制改革

共感！

タンチョウグループのディスカッ
ションから作成されたグラフィック・
レコーディング
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食事食事家家

わたしたちが描いたわたしたちが描いた20502050年の社会像年の社会像

叶えたい未来像とCN対策は 
補完関係にある

「新しいものさしを作る」という遠大な
未来像と喫緊で取り組むべきCN対策は、
両方が実現してはじめて互いの効力が発
揮されるもの。生きたい未来に向けた住
宅素材の開発を。

食品ロスに 
アメとムチと基礎研究を

「アメ」はインセンティブ、「ムチ」は規制。
基礎研究のバックアップも含めて企業や
研究機関、行政が繋がりながら実践して
いく。それと並行して「維持・深化するオー
プンな地域食文化」も大切に。

バイオマスの 
安定な利活用

廃棄物は「なるべく出さない」ことを前提
にしつつ、バイオマスのプラント体制整
備や研究開発をより強固に。食の生産者
が疲弊しないための認証制度など「見え
る化」の推進も。

CNのために人類が 
我慢する未来はムリ（笑）

（笑）はCNに向けた世界的な潮流を十分
理解している上で、という意味。人々の
ニーズや欲望を認めつつ、実現可能な形
で都心をコンパクトシティ化し、オフグ
リッドな自給自足社会を考える。

グループ発表
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LOCK!
九州・沖縄

北海道

雪まつり

VR

さっ
ぽろ
雪ま
つり

農業

まちまちお金お金

海外
支援

地 方
支援

税

復興

防災

教育

脱炭

素

防
衛

税税
税税
税税 税

税税
税税
税

税税

税

税
税
税
税

税

Point

P
o
in

t

Point

税税

自動・無人化の促進と 
観光の二極化

人口減少を見据えたインフラの自動・無
人化は脱炭素化の面でも効果を期待。観
光面は「バーチャル北海道」で一定のニー
ズに応えつつ、
リアルの付加
価値を高め持
続可能な資源
保全につなげ
たい。

新しい価値づくりと 
北海道自立宣言

税金を負担ではなく地域に貢献するた
めの投資と捉えた新しい価値観をつくる。
脱炭素活動を文化に高め、食とエネルギー
の自立を進めていけば北海道モデルがで
き上がり、その先の「北海道自立宣言」へ。

ベーシックなインフラと 
多拠点、集住生活

北海道は冬の課題が解決すれば大きく
前進する。ベーシックインカムや遠隔シ
ステムの整備とともに、沖縄などとの多
拠点生活やコンパクトシティ化を覚悟を
持って受け入れる。

流れの可視化・リテラシー・ 
基盤構築

「意思を反映したお金の流れの具現化・
可視化」と「貨幣を超えた世界」が目標。
環境教育・金融・デジタルリテラシーの
向上と同時に持続可能性と多様な価値評
価を支える基盤構築を目指す。

グループ発表
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家
ま
ち

食
事

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ  

ii
nn  

札
幌
札
幌  

		
〜
北
海
道
こ
れ
か
ら
の

〜
北
海
道
こ
れ
か
ら
の
1
0
0

1
0
0
年
〜
年
〜

2
0
2
2
年
を
生
き
る
北
海
道
の
中
高
生
16
人
が
考

え
た
1
0
0
年
後
の
未
来
。
テ
ー
マ
は
「
食
事
」「
家
」

「
ま
ち
」
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
メ

ン
バ
ー
が
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
発
想
の
翼

を
広
げ
て
い
っ
た
。

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

叶えたい、叶えたい、100100年後年後のの		
わたしたちわたしたちのの未来未来

水中の家、空飛ぶ家、ロボットが家族

「未来は少子高齢化が進んでいるだろうから、
人に優しい家があるといいよねと話し合い
ました」

皆が平等に 
安心して暮らせたら！

「どこに住んでいても同じことが
できるといい。犯罪がなくて皆が
安心して暮らせたら」

VRやAIの進化で楽しく快適に
「VRが進化して、自分の部屋が友達とサッ
カーやバスケができる空間に一瞬でなっ
たらいい。移動時間を減らして、家族と
リビングで過ごす時間をこれからも大事
にしていきたいです」「AIが室温や風呂
の温度を希望通りに自動調節してくれた
らすごくいい。喉が渇きそうなタイミン
グで『水を飲みませんか？』と先に教えて
くれたりするのも楽しそう！」

究極のメニューは「思いやり」入り
「札幌市、釧路町、鹿追町と住んでいる
ところが違うと、飲食店に行くまでに高
い交通費がかかるとかデリバリーがこな
いとか、食事を考える上では環境の違い
も関係してくることに気づきました。近
所から野菜をもらったり、海で採れた魚
も分け合ったりして、未来の［究極のメ
ニュー］は思いやりが重要な役割を果た
すんじゃないのかなと思います」

グループ シャケ

グループ ハスカップ

学びたいことを学べて 
得意を仕事に

「［宇宙一住みやすいまち］は、自分が学
びたいことを学べて、皆の権利が保証さ
れるまち。得意なことを仕事にできます。
天候に左右されない発電や移動ができる
まちという意見も出ました。科学は進歩
してほしいけど ICチップを体に埋め込
まれたり、スマホの履歴を勝手に見られ
たくはない。瞬間消毒の技術や宇宙開発
も進んでほしいです」

グループ メロン
グループ ジャガイモ

グループ トウモコロシ

※ �

議
論
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、

研
究
者
、
自
治
体
関
係
者
が
各
グ
ル
ー
プ
に
参
加
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岡
山
県
西
粟
倉
村
か
ら
I
タ
ー
ン
、

厚
真
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

を
営
む

株
式
会
社sonraku 
代
表
取
締
役

井
筒 

耕
平
さ
ん

再
エ
ネ
の
先
進
地
と
し
て

再
エ
ネ
の
先
進
地
と
し
て		

議
論
の
活
発
化
に
期
待

議
論
の
活
発
化
に
期
待

　
未
来
の「
食
事
」
を
通
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
考
え
る
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
で

日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
投
げ
か
け
て
い
く
感
覚
で
議
論

に
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
話
題
は
今
の

自
分
に
は
身
近
で
な
く
、
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

意
識
を
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
勝
手
に
解
決
に
向
か
っ

て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
2
年
前
に
北
海
道
へ
移
住
し
て
感
じ
る
の
は
、
外
か
ら

来
た
人
や
ア
イ
デ
ア
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
風
土
が
あ
る
こ

と
。
今
回
の
よ
う
な
一
つ
の
正
解
に
と
ら
わ
れ
な
い
ブ
レ

ス
ト
型
の
議
論
の
場
は
、
い
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
ア

カ
デ
ミ
ア
の
方
な
ど
、
普
段
は
つ
な
が
ら
な
い
分
野
の
取

り
組
み
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
私
が
携
わ
る
土
木
業
は
、
カ
ー
ボ
ン
を
か
な
り
排
出
す

る
産
業
な
の
で
努
力
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
は
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ス
。
北
海
道

で
は
電
力
事
情
が
常
に
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
ア
セ
ッ
ト

は
あ
る
の
に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
と
か
、
道
北
の
場
合

は
送
電
線
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
足
り
な
い
な
ど
の
課
題
も

あ
り
ま
す
。
再
生
可
能
な
熱
利
用
に
つ
い
て
も
、
も
ど
か

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
冬
の
長
い
北
海
道
だ
か
ら
こ
そ

先
進
地
に
な
れ
る
可
能
性
を
感
じ
る
の
で
、
も
う
少
し
議

論
が
活
発
化
し
て
も
い
い
と
感
じ
ま
す
。

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

社
会
起
点
の
目
的
の
実
現
に
向
け
て

１
０
０
個
の
新
産
業
を
共
創
す
る

SU
N

D
RED

株
式
会
社 

代
表
取
締
役C

EO

留
目 

真
伸
さ
ん

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は		

ウ
ェ
ル
ビ

ウ
ェ
ル
ビ
ーー
イ
ン
グ
に
向
け
た
通
過
点

イ
ン
グ
に
向
け
た
通
過
点

　
「
お
金
」グ
ル
ー
プ
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
が

「
お
金
＝
経
済
的
価
値
」で
評
価
す
る
従
来
の
も
の
さ
し
で

は
な
い
、
新
し
い
価
値
づ
く
り
に
向
け
て
等
し
く
関
心
を

持
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
ポ
イ
ン
ト
、
あ
る
い
は

コ
イ
ン
と
呼
ぶ
か
は
人
や
地
域
に
よ
っ
て
違
っ
て
も
、
新

し
い
価
値
を
循
環
し
て
い
く
未
来
像
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
に
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は「C

O
2  

を
売
っ
た
」「
買
っ

た
」
と
い
う
一
対
一
の
や
り
と
り
で
は
な
く
、
環
境
や
社

会
と
い
う
複
雑
系
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
る

も
の
。
そ
こ
に
皆
が
向
か
っ
て
い
く
に
は
、
ど
う
い
う
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意
す
れ
ば
い
い

か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を「
文
化
」
と
す
る
社
会
構
造
を

ど
う
作
っ
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、

人
類
は
常
に「
よ
り
良
い
状
態
＝
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

を
目
指
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
つ
く
り
た
い
未
来
」

に
つ
い
て
対
話
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
知
識
も
蓄
積
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
北
海
道
は
環
境
や
食
の
面
で
も
高
い
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
お
り
、「
よ
り
良
い
社
会
に
変
え
て

い
こ
う
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で

き
る
地
域
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
社
会
を
共
創

す
る
た
め
の
議
論
が
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て
い
く
の
が
楽

し
み
で
す
し
、SU

N
D

RED

も
北
海
道
大
学
な
ど
と
連
携

し
、「
生
き
た
い
未
来
」を
選
択
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
、
ど
ん
な
発
見
や
気
づ
き
が
あ
っ
た
の
か
。

そ
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
は
。
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企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
に

取
り
組
む
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

S
D
G
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
有
限
会
社　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

松
原 

友
姫
さ
ん

立
場
を
越
え
て
一
緒
に
取
り
組
む

立
場
を
越
え
て
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
で
社
会
が
変
わ
る

こ
と
で
社
会
が
変
わ
る

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
産
官
学
か
ら
幅
広
い
方
が

参
加
さ
れ
て
い
た
の
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
北
海
道
大

学
や
道
内
の
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
積
極
的
な
取
り

組
み
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
好
事
例
を

他
地
域
の
企
業
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
今
後
さ
ら
な
る

S
D
G
s
の
普
及
や
、
そ
の
先
に
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
蓄
電
池
研
究
を
さ
れ
て
い
る

研
究
者
の「
技
術
が
社
会
に
浸
透
す
る
に
は
、
経
済
的
な

合
理
性
も
重
要
」と
い
う
話
に
深
く
頷
く
ば
か
り
で
し
た
。

企
業
側
も
、
S
D
G
s
を
事
業
に
組
み
込
む
に
あ
た
っ
て

利
益
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ア
カ
デ
ミ
ア
に

お
け
る
研
究
開
発
は
非
常
に
重
要
で
す
が
、
説
得
力
を
高

め
る
た
め
に
も
、
今
回
の
よ
う
な
研
究
者
と
異
分
野
と
の

接
点
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

　
S
D
G
s
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
我
慢
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
が
一
緒
に
取
り
組
む
こ

と
で
社
会
構
造
が
変
わ
り
、
実
現
へ
と
向
か
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。
便
利
・
快
適
で
、
な
お
か
つ
地
球
に
負

荷
を
か
け
な
い
技
術
の
開
発
や
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す

べ
き
で
す
。
北
海
道
は
広
大
な
土
地
が
あ
り
、
風
力
や
太

陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用

に
向
け
て
、
企
業
・
学
術
界
・
自
治
体
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
て
、
新
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
人
が
集
ま
っ
て

い
る
た
め
、
ど
こ
よ
り
も
先
駆
的
な
S
D
G
s
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
好
き
な
北
海
道
で
、
楽
し
み
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
せ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

S
D
Gs
や
脱
炭
素
に
向
け
た
施
策

の
推
進
に
取
り
組
む

札
幌
市 

環
境
局 

環
境
都
市
推
進
部 

環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当
係
長

佐
竹 

輝
洋
さ
ん

社
会
を
変
え
る
糸
口
は

社
会
を
変
え
る
糸
口
は		

ユ
ー
ス
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

ユ
ー
ス
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

　
札
幌
は
全
国
屈
指
の
省
エ
ネ
住
宅
先
進
地
で
す
。
国
の

省
エ
ネ
基
準
を
上
回
る
断
熱
性
・
気
密
性
を
掲
げ
た
札
幌

独
自
の
次
世
代
住
宅
基
準
を
設
定
し
て
お
り
、
地
元
の
工

務
店
に
も
そ
の
意
識
が
浸
透
。
札
幌
の
基
準
に
適
し
た
窓

の
開
発
が
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
誕

生
し
た
製
品
が
今
で
は
全
国
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
研
究
機
関

の
方
々
の
地
道
な
努
力
と
、
企
業
側
の
意
識
改
革
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
具
体
策
を
考
え
る
作
業
を
通
し
て
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
連
携
し
て
課
題
解
決
に
挑
む
重
要
性
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　

札
幌
市
は
2
0
2
2
年
8
月
に
市
制
1
0
0
周
年
を

迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
連
携
企
画
と
し
て
道
内
の

中
高
生
を
対
象
に
し
た「
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
」も
開
催
。

1
0
0
年
後
の
北
海
道
に
つ
い
て
議
論
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
含
め
て
社
会
を
変
え
て

い
く
に
は
、
中
高
生
た
ち
ユ
ー
ス
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ユ
ー
ス
と
企
業
を
つ
な
ぐ
た
め
に
本
市
が
開
催
し
て

い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の「
S
D
コ
ン
」
で
も
、
回
を
重

ね
る
う
ち
に
高
校
生
た
ち
が
堂
々
と
企
業
の
取
り
組
み
を

問
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

技
術
革
新
の
た
め
に
ア
カ
デ
ミ
ア
と
企
業
を
つ
な
ぐ
と
同

時
に
、
ユ
ー
ス
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
企
業

の
変
革
を
促
し
、
ひ
い
て
は
市
民
の
行
動
が
変
容
し
て
い

く
。
そ
こ
に
未
来
へ
の
糸
口
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
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	●
キ
タ
キ
ツ
ネ
グ
ル
ー
プ

阿
部　
翔 

札
幌
市 

環
境
局 

環
境
都
市
推
進
部 

環
境
政
策
課 

推
進
係

井
筒　
耕
平 

株
式
会
社sonraku 

代
表
取
締
役

長
谷
川　
友
子 

任
意
団
体snug 

代
表

畠　
隆 

北
海
道
大
学 

ロ
バ
ス
ト
農
林
水
産
工
学
国
際
連
携
研
究
教
育
拠
点 

シ
ニ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
特
任
准
教
授

南　
憲
吏 

北
海
道
大
学 

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー  

水
圏
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

准
教
授

横
尾　
淑
子 

文
部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所 

専
門
職

★
川
野　
寛 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
た
の
わ

	●
エ
ゾ
シ
カ
グ
ル
ー
プ

荒
川　
敦
史 

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構 「
科
学
と
社
会
」推
進
部
長

植
村　
豪 

北
海
道
大
学 

工
学
研
究
院 

機
械
・
宇
宙
航
空
工
学
部
門  

熱
流
体
シ
ス
テ
ム 

准
教
授

久
村　
将
史 

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社 

札
幌
支
店 

法
人
営
業
第
一
課 

調
査
役

佐
藤　
靖
志 

上
士
幌
町 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課 

推
進
員

鈴
木　
昭
徳 

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ 

組
織
本
部 

本
部
長
補
佐

松
原　
友
姫 

SD
G

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
有
限
会
社 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

★
小
路　
楓 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
た
の
わ

	●
エ
ゾ
リ
ス
グ
ル
ー
プ

上
村　
遥
子 

SU
N

D
RED

株
式
会
社 

チ
ー
フ
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト

倉
又　
一
成 

大
地
み
ら
い
信
用
金
庫 

執
行
役
員  

地
域
み
ら
い
創
造
セ
ン
タ
ー
部
長
兼
札
幌
オ
フ
ィ
ス
長

佐
竹　
輝
洋 

札
幌
市 

環
境
局 

環
境
都
市
推
進
部 

環
境
政
策
課 

環
境
政
策
担
当
係
長

能
村　
貴
宏 

北
海
道
大
学 

工
学
研
究
院  

附
属
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
テ
リ
ア
ル
融
合
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー 

准
教
授

山
内　
幸
治 

特
定
非
営
利
活
動
法
人ETIC

.  

シ
ニ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／C

o-Founder

王　
戈 

北
海
道
大
学 U

RA

ス
テ
ー
シ
ョ
ン U

RA

★
谷　
明
洋 

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

	●
ナ
キ
ウ
サ
ギ
グ
ル
ー
プ

安
達　
崇
人 

株
式
会
社
北
海
道
銀
行 

経
営
企
画
部 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室  

調
査
役

加
藤　
悟 

北
海
道
大
学 

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構 

教
授

光
村　
圭
一
郎 

三
井
不
動
産
株
式
会
社 

ベ
ン
チ
ャ
ー
共
創
事
業
部  

統
括
／B

A
SE Q

運
営
責
任
者

佐
々
木　
拓
哉 

石
狩
市 

企
画
経
済
部
企
業
連
携
推
進
課 

主
査

鐵
川　
史
人 

札
幌
市 

環
境
局 

環
境
都
市
推
進
部 

環
境
政
策
課 

総
括
係

渡
邊　
翔 

北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社 

第
一
営
業
部 

都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ 

係
長

★
髙
橋　
将
太 

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

	●
ヒ
グ
マ
グ
ル
ー
プ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

蒲
生　
秀
典 

文
部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所 

科
学
技
術
予
測
・
政
策
基
盤
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
別
研
究
員

北
垣　
亮
馬 

北
海
道
大
学 

工
学
研
究
院 

建
築
都
市
部
門 

先
端
空
間
性
能 

教
授

草
野　
竹
史 

特
定
非
営
利
活
動
法
人ezorock 

代
表
理
事

成
田　
智
哉 

マ
ド
ラ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

野
嶋　
美
沙
都 

札
幌
市 

環
境
局 

環
境
都
市
推
進
部 

環
境
対
策
課 

大
気
騒
音
係

元
島　
勇
太 

A
N

RI

株
式
会
社 

プ
リ
ン
シ
パ
ル

澤
辺　
智
雄 

北
海
道
大
学 

水
産
科
学
研
究
院 

海
洋
応
用
生
命
科
学
部
門  

海
洋
生
物
工
学
分
野 

教
授

★
西
尾　
直
樹 

株
式
会
社
聴
き
綴
り
本
舗 

代
表
取
締
役

	●
シ
マ
エ
ナ
ガ
グ
ル
ー
プ

川
口　
ゆ
り 

SA
PPO

RO
 Incubation H

ub D
RIVE 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

北
岡　
真
吾 

北
海
道
大
学 

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部 

准
教
授

草
野　
礼
行 

鹿
追
町 

企
画
課
長

倉
辻　
悠
平 

特
定
非
営
利
活
動
法
人ETIC

. 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

高
薄　
和
哉 

北
見
信
用
金
庫 

札
幌
支
店
開
設
準
備
室 

室
長

林　
恵
子 

札
幌
市 

環
境
局 

環
境
都
市
推
進
部 

環
境
政
策
課  

気
候
変
動
対
策
担
当
係
長

★
三
上　
真
広 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

	●
タ
ン
チ
ョ
ウ
グ
ル
ー
プ

石
井　
一
英 

北
海
道
大
学 

大
学
院
工
学
研
究
院
環
境
工
学
部
門 

教
授

伊
藤　
裕
子 

文
部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所  

科
学
技
術
予
測
・
政
策
基
盤
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー 

主
任
研
究
官（
動
向
分
析
・
予
測
研
究
グ
ル
ー
プ
長
）

小
木　
雅
世 

北
海
道
大
学 U

RA

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

主
任U

RA

堂
屋
敷　
誠 

石
狩
市 

企
画
経
済
部
企
業
連
携
推
進
課 

課
長

留
目　
真
伸 

SU
N

D
RED

株
式
会
社 

代
表
取
締
役C

EO

東
田　
武
彦 

株
式
会
社
北
海
道
銀
行 

経
営
企
画
部  

部
長
／
サ
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